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第 1 章

はじめに

より多くの無線クライアントがワイヤレスネットワークに接続するため、ネットワークは、高

密度ネットワークになります。高密度の原因となる主なトレンドの一部が増加されています:

• Access Point (AP)ごとのクライアント

• WLANごとの AP

•依存せず、隣接WLAN

これらのトレンドが続いた場合でも、 Cisco AP実行に最適なネットワークを提供する多くの機
能が組み込まれています。

高密度WLAN環境で最適なパフォーマンスを提供するカスタムハードウェア、 ASIC (ASICs)、
およびソフトウェアで構成された高密度Experience（HDX）は、Ciscoアクセスポイントに組み
込みの幅広いソリューションと統合スイートです。

これらの機能は、シスコ高密度エクスペリエンスホワイトペーパーの一部として検討された詳

細です: http://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/wireless/aironet-3700-series/
white-paper-c11-731923.html
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このマニュアルは、 8.0ソフトウェアリリースの一部として含まれる HDXソフトウェア機能を
中心に説明します。
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第 2 章

リリース 8.0 の高密度エクスペリエンスの機
能

ここでは、詳細な次のトピックを網羅:

• パケットの検出しきい値のレシーバ起動, 3 ページ

• ローミングの最適化, 7 ページ

• RFプロファイルの動的なチャネル割り当て, 15 ページ

パケットの検出しきい値のレシーバ起動
パケットの検出しきい値（RX-SOP）レシーバ起動は、AP無線がパケットを復調と解釈するdBm
のWi-Fi信号レベルが決まります。より高い RX-SOPレベル、危険が少なく無線で、より小型で
レシーバセルサイズは。セルサイズを縮小して、私たちはクライアントが最高のデータレート

を使用して最も近いアクセスポイントに接続されていることを保障します。これは、スタジアム

および APごとに接続された複数のクライアントデバイスの大規模な教室などの高密度環境に最
適です。高密度環境では、小さなセルサイズ、ほど。
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より高いRSSI値を持つRX-SOP価値の向上、パケット専用AP無線によって解釈されます。これ
は、上記の図に示すように、セルサイズが減少しますが、すべてのクライアントが高い RSSI値
と接続されていることを保障します。

次は 802.11パケットを受信する APの例です。設定された RS-SOP弱い RSSIで受信されたすべ
てのフレームはWiFi以外フレームとして許容される RSSI値のパケットだけが解釈され、分類、
無線によって解釈されません。解釈されないパケットは非WiFi干渉として扱われ、APでノイズ
として検出されます。

この例では、 RX-SOPしきい値は低に設定されるため、 -84 dBmで送信される認証要求が解釈さ
れませんが、同じメッセージは -36 dBmで送信されると解釈されます。

表 1：RX-SOP テンプレートのしきい値

自動低しきい値中しきい値高しきい値802.11 帯域

デフォルトを使用-80 dBm-78 dBm-76 dBm5 GHz
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自動低しきい値中しきい値高しきい値802.11 帯域

デフォルトを使用-85 dBm-82 dBm-79 dBm2.4 GHz

RX-SOPデフォルトしきい値は自動で、RX-SOPしきい値が無線機のデフォルト値に設定されるこ
とを意味します。

RX-SOPは次の APでサポートされます:（注）

• 1552

• 1570

• 1600

• 1700

• 2600、 2700

• 3500、 3600、 3700

WLC GUI による設定 RX-SOP

1 グローバルレベルの RX-SOPしきい値を設定するには、[Wireless] >[Advanced] > [Rx Sop
Threshold]を選択します。

2 異なる値は 2.4 GHzと 5 GHz帯域を選択できます。この値は、すべての AP用に設定されま
す。 RFプロファイルはこれらの設定を上書きできます。
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RF プロファイルによる設定 RX-SOP

1 WLC GUIから新しい RFプロファイルを作成するには、[Wireless] > [RF Profile]に移動してか
ら、[New]をクリックします。

2 RFプロファイル名を入力し、帯域幅を選択します。別のプロファイルは、 2.4 GHz帯域と 5
GHz帯域に適用する必要があります。

3 [High Density]タブを選択して、必要な RX-SOPしきい値を選択します。

既存の RFプロファイルは RX-SOPしきい値を含むように変更できます。 RX-SOPに新しいプ
ロファイルだけを作成する必要はありません。

（注）

4 RFプロファイルは、 APグループに適用する必要があります。 [WLAN] > [Advanced] > [AP
Groups]に移動してから、新しいグループを追加するか、既存のグループを変更します。
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5 [RF Profile]タブで、必要な RX-SOPしきい値を持つプレバンド RFプロファイルを選択しま
す。

APグループ設定を完了するには、WLANを追加し、[AP]を選択するなどの追加手順が必要です。
これらの手順はこのマニュアルの一部として一覧に表示されません。

WLC CLI による設定 RX-SOP
config 802.11<a/b> rx-sop threshold <level>

auto Revert 802.11a radio receiver SOP to auto
high Set 802.11a radio receiver SOP to high
low Set 802.11a radio receiver SOP to low
medium Set 802.11a radio receiver SOP to medium

ローミングの最適化

スティッキ:クライアントの問題
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クライアントは、「スティッキ」により強力な信号強度を得られる近いAP接続に移動せず、ロー
ミングしないときに表示されます。上の図に示すように、最適なローミングがディセーブルの場

合、クライアントを例にとって非常に弱い信号強度に APと、迫られます：-86 dB以下の。した
がって、低信号強度は通信時間の干渉に増やすに導入し、全体的なパフォーマンスが減少します。

ソリューション：シスコが最適化されたローミング:

シスコは積極的にクライアントを切断して、ローミングのアドレスをスティッキクライアント

チャレンジ最適化されたので、クライアントをイネーブルにすると、その近く APにローミング
するにより強力な接続を提供します。また、モニタリングデータ RSSIパケットおよびクライア
ントのアソシエーションを適用することにより、RSSIが設定されたしきい値未満の場合、この機
能を実行中に達成します。上の図に示すように、最適なローミングがイネーブルの場合、 -80 dB
よりも信号強度の下部にクライアントがアソシエーション解除を受信し、次のことを実現します。

•クライアントは、最適な接続を受信し、エクスペリエンスを維持します。

•通信時間の干渉を削減して、各 APセルの全体的なパフォーマンスが向上します。

クライアント RSSI値がアソシエーション解除のしきい値を 6 dBmにするときに、クライアン
トがAPに再参加できます。Data RSSIしきい値が -80 dBmである場合、 RSSI値が -74 dBmに
増加するとクライアントが再構築されます。

（注）
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表 2：最適な移動機能の説明

デフォルト説明機能

ディセーブル最適化されたローミングはデ

フォルトでディセーブルです。

これはつまり、帯域ごとにイ

ネーブルにすることもできます

a/ac/n b/g/n、または両方でイ
ネーブルにできるようにしま

す。

最適化されたローミングのイ

ネーブル化
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デフォルト説明機能

-80 dBm/25%/50パケット最適化されたローミングしきい

値は、保持検出しきい値と共有

されます。

最適化されたローミングに使用

する 3個のフィールドの説明:

1 データRSSI値。これはデー
タパケット RSSI値がかな
り低いかどうかを決定する

しきい値です。この値以下

で受信したパケットは、最

適化されたローミングしき

い値未満に考慮されます。

2 カバレッジ例外レベルの割

合。これはデータRSSI値未
満に受信できるデータパ

ケットの割合を示します。

このパーセンテージを超え

ると、クライアントのアソ

シエーションが解除されま

す。

3 受信データパケットの数。

これはクライアントのアソ

シエーション解除をトリ

ガーするために受信する必

要のあるパケットの最小数

です。

デフォルトでは、データ RSSI
値が -80dBmにセットされ、カ
バレッジ例外レベルは25%で、
デフォルトのパケット数は 50
です。

最適化されたローミングがイ

ネーブルの場合 5第 2期間の少
なくとも 50パケットの 25%以
上 -80以下のデータ RSSIの場
合はデフォルトで、 APは 90
秒の報告期間が過ぎるとクライ

アントとのアソシエーションを

解除。

最適化されたローミングしきい

値パラメータのセット
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デフォルト説明機能

90APがクライアントの統計情報
を報告する間隔。この値は 90
秒に設定されています。

最適化されたローミング間隔

ディセーブル最適化されたローミング機能の

目的は、レガシーのデータレー

トで接続されているクライアン

トに影響を与えます。これら

は通信時間の大部分を使用して

クライアントです。

この値は、このデータレート

以下に接続されたクライアント

に最適化されたローミング機能

を適用します。デフォルトで

最適化されたローミングがすべ

てのクライアントに適用される

ことを意味します。これはディ

セーブルです。

最適化されたローミングのデー

タレートしきい値

WLC GUI から設定の最適化されたローミング

1 グローバルレベルで最適化されたローミングを設定するには、[Wireless] > [Advanced] >
[Optimized Roaming]を選択します。
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2 ページの、最適化されたローミングモード選択で、最適化されたローミング間隔、データレー

トしきい値が表示されます。異なる値を 802.11a/n/acと 802.11b/g/n無線を選択できます。

3 最適化ローミングRSSIしきい値を変更するには、[Wireless] > [802.11a/n/ac]または [802.11b/g/n]
> [RRM] > [Coverage]に移動します。
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データ RSSI値とカバレッジ例外レベルの割合はWLC GUIまたはWLC CLIを使用して設定する
こともできます（次のセクションのWLC CLIコマンドを参照）。受信データパケットカウント
はWLC CLIからしか設定できません。

これらの値は、 RFプロファイルで設定できます。 RFプロファイルが適用される場合、 RFプロ
ファイル値は設定値が全体的に上書きします。

最適化されたローミング統計を表示するには、[Monitor] > [Statistics] > [Optimized Roaming]を選
択します。
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WLC CLI から設定の最適化されたローミング

最適化されたローミング:イネーブル
config advanced 802.11<a/b> optimized-roaming <enable/disable>

enable Enable 802.11a OptimizedRoaming
disable Disable 802.11a OptimizedRoaming

データの設定 RSSIしきい値：
config advanced 802.11<a/b> coverage data rssi-threshold <dBm>
-60 to -90

カバレッジ例外レベルの割合の設定：
config advanced 802.11<a/b> coverage data fail-percentage <percent>

<percent> 1 to 100

受信データパケット数の設定：
config advanced 802.11<a/b> coverage packet-count <num-packets>

<num-packets> 1 to 255

最適化されたローム間隔：
config advanced 802.11<a/b> optimized-roaming interval <seconds>

Configure the reporting interval of 802.11a/b Optimized-Roaming

最適化されたローミングデータレートのしきい値：
config advanced 802.11<a/b> optimized-roaming datarate <mbps>
Enter a rate of either 6, 9, 12, 18, 24, 36, 48 or 54, or 0 for disable

設定例
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WLANカバレッジ保持ごとに検出は、最適化されたローミングに参加するすべてのWLAN上
でイネーブルにする必要があります。

（注）

RF プロファイルの動的なチャネル割り当て
8.0リリースにより、 RFプロファイルの動的なチャネル割り当てを設定する機能をサポートしま
す。これは、次のように非常に強力です:

•複数の国でサポートされているWLCの APの特定のグループへの国ごとにサポートされる
チャネルを割り当てます。

•混合チャネル（802.11n/ac 40/80 MHz）環境を管理します。

•物理領域別 Channel Assignment異なるチャネルは物理的な場所に基づいて APグループに割
り当てることができます。

APグループに異なる RF特性を適用する RFプロファイルで、ネットワーク管理者。これは、同
じ物理WLCに接続されたアクセスポイントの完全にカスタマイズされた RF環境を可能にしま
す。

次の例では、多数のクライアントで大規模な会議室をカバーするAP高密度RFプロファイルが割
り当てられます。高密度 RFプロファイルは再利用のチャネルを最小限に抑え、セルサイズを縮
小するにはTX電力を削減下位の低いクライアントを排除するために低いデータレートをディセー
ブルにするには、 40 MHzのチャネルを使用します。

RFプロファイル 2の APは少ない密度の社内オフィスのスペースに配置されます。セルサイズ
以上、 80 MHzのチャネル幅が使用され、 TX電力が大きくなります。

高密度エクスペリエンス（HDX）導入ガイド
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以前のリリースでは、次の機能が RFプロファイルでサポートされました:

•データレート

•伝送パワーコントロールのしきい値

•最大/最小値です。

• High Density Configurations

◦パケットしきい値の開始

◦ Clear Channel Assessment（CCAしきい値）

◦ WLAN/Radioに従ってクライアントの制限

•スタジアムのビジョンの設定

◦マルチキャストデータレート

• Out-Of-Box APコンフィギュレーション

•帯域は[Configurations]を選択します

•ロードバランシングの設定

•カバレッジホールの軽減設定

リリース 8.0では、次の DCAおよびトラップしきい値設定がサポートされます:

高密度エクスペリエンス（HDX）導入ガイド
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• DCAの設定

◦回避、外部 AP干渉の

◦ Channel Width

◦ DCAチャネルリスト

• Thresholds：

◦クライアント

◦ Interference

◦ノイズ

◦ Utilization

RF グループにチャネルを割り当てること

私たちは RFグループに、チャネルを割り当てることができます。これにより、ネットワーク管
理者は選択可能にDCAがAPSグループで選択できるチャネルです。管理者は、建物の階はUNII-1
チャネル、階、および UNII-3を使用するために UNII-2を使用するために 3階だけを使用するよ
うに設定できます。

既存の RFプロファイルを編集したり、新しい RFプロファイルを作成できます。 [Wireless] > [RF
Profile] > [Edit RF Profile Name] > [RRM]タグを選択します。

高密度エクスペリエンス（HDX）導入ガイド
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ユーザがこの RFプロファイルに設定された優先チャネルを選択します。
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（注） •対象のチャネルとの国番号はWLCで全体的にイネーブルにする必要があります。指定し
た国コードの一部ではないチャネルはここに取り外すことができません。

•ブリッジモード APのWLCは、複数の国コードが選択されないようにしません。

•チャネルは、コントローラのグローバルなDCAでプロファイルで使用できるようにする
必要があります。

• 802.11a/b DCAチャネルまたは帯域幅（20/40/80）を変更するにはネットワークを無効に
します。

• RFプロファイルとAPグループは、RFグループのコントローラにある必要があります。

• DCAの感度を伝送し、チャネル割り当て間隔はグローバルWLCのレベルでのみ設定で
きます。

RF グループ、チャネル幅の割り当て

異なるチャネル幅は異なる RFグループに割り当てることができます。これにより、ネットワー
ク管理者は APSグループごとの 20/40/80 MHzチャネル幅を取り外すことができます。

既存の RFプロファイルを編集したり、新しい RFプロファイルを作成できます。 [Wireless] > [RF
Profile] > [Edit RF Profile Name] > [RRM]タグを選択します
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第 3 章

リリース 8.1 の高密度エクスペリエンスの機
能

ここでは、詳細な次のトピックを網羅:

• 動的帯域幅選択, 21 ページ

• 動的周波数選択, 25 ページ

• まとめ, 28 ページ

動的帯域幅選択
動的帯域幅選択（DBS）のアルゴリズムは、現在と将来の802.11ac無線のチャネル帯域幅のスマー
トな切り替えと、新しい共存シナリオに対処しています。 DBSは従来の APに加えて 11ac APを
備えているエンタープライズWLANネットワークにとって、差別化をはかれる要因です。 DBS
は、11acと従来のAPおよびデバイス間での共存を管理するうえで、RRMの柔軟性も示していま
す。

切望されるデータレートの大幅な向上を実現するために、11acは 80 MHzや 160 MHzなどの新し
い広範な帯域幅モードを導入しています。また、11acでは APによりこれらのモードから既存の
狭い帯域幅（20 MHzや 40 MHz）へ切り替えることもできます。これは、狭い帯域幅しか備えて
いない従来のAPやクライアントの他に 11acAPを備えているネットワークにとって、特に有用で
す。パフォーマンスを向上させるためには APで対処しなければならないのは明らかですが、対
処するタイミングについての正確な条件は標準では示されておらず、革新の余地が残されていま

す。

DBSのアルゴリズムは、カスタマーが 11nから 11acへアップグレードする場合に、さまざまな構
成に対してスムーズに移行できるようにします。コアな動的チャネル割り当て（DCA）のアルゴ
リズムは、隣接するAPの距離、ローグチャネル構成、APのタイプなどの定常に基づいてチャネ
ルの割り当てに対応します。ただし、より高度なパフォーマンスを実現するためには、さらに一

時的なパラメータに基づいてチャネルの割り当てを微調整できる（つまり 40MHzと 80MHzの帯
域幅を選択できる）ようにすることが必要です。 DBSとコア DCAの主な目的は、他のチャネル
および帯域幅の選択と競合しません。 DBSは、コア DCAに適用されている値に加えて、バイア
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ス値の追加レイヤを適用し、最終的なチャネル割り当ての結果がDBSが推奨しているものに近く
なるようにします。チャネルの選択だけでなくチャネル帯域幅を最適化するために、DCAは、
チャネル帯域幅のすべてのモードに対して全体のチャネルメトリックを分類します。これは前述

のWi-Fiメトリックに加えて、40/80MHz OBSSによる隣接チャネルのペナルティ、およびプライ
マリチャネルの不均衡によるペナルティも考慮します。いくつかのケースでは、BSS内の40MHz
11nクライアントの数によっては、40MHzを選択する方が効率的です。周波数再利用の観点から
すると、すべての 11ac BSSに 80 MHzを割り当てるのは効率的ではありません。同様に、トラ
フィックフローによっては、広範な帯域幅を持っていてもメリットがないものもあります。

前述のとおりに展開するには、BSSまたは展開で多数の 11nクライアントが検出された、または
すべて 11nクライアントで構成されていることが検出された場合に、DBSが次のようにチャネル
割り当てを行う必要があります。

•クライアントステーションがすべて 11nである（または事前に設定されたしきい値のヒステ
リシスを超えた）場合、またはより狭い帯域幅のほうが適しているトラフィックフローがあ

る場合は、80 MHzの 11ac BSSに変更して、40 MHzのチャネル帯域幅（つまり BW制約を
持つ DBS）に変更します。

• 11nと 11acが混在したクライアントステーション（または事前に設定されたしきい値のヒス
テリシスを超えた）場合は、80 MHzの BSS間（つまり primary40に適合しない DBS）で
secondary40を共有します。

これらはいずれも、適切なバイアスを使用して実現することができます。トラフィックベースの

バイアスは、各タイプのクライアント数のファンクションとして、および特定の APのさまざま
なトラフィックタイプのフラクションとして追加することができます。

動的帯域幅選択（DBS）の有効化

1 802.11aネットワークを無効にします。

2 [Wireless] > [802.11a] > [RRM] > [DCA]を選択します。

3 [Channel Width]フィールドで、[Best]ラジオボタンをオンにします。
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4 802.11aネットワークを有効にします。

RF プロファイルでの動的帯域幅選択（DBS）の有効化

1 802.11a無線で RFプロファイルを作成します。

2 作成した RFプロファイルを編集します。 [RRM]タブで、[DCA]エリアの [Channel Width]の
[Best]オプションボタンをオンにして DBSを有効にします。
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3 RFプロファイルを APグループに適用します。

動的帯域幅選択（DBS）のベストプラクティス

次に、動的帯域幅選択のいくつかのベストプラクティスについて示します。

• DBSを備えた DCAは 10分おきに実行する。

• DBSはグローバルに設定しない。

•すべての展開について、[Channel Width]を [Best]に設定する。

•グローバル再起動は、DBSが有効になっているときに開始する。
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config 802.11a channel globabl restart.•

動的周波数選択
動的周波数選択（DFS）は、5 GHzスペクトルでのチャネルの可用性および有用性を向上させる
ために作成されました。規制ドメインに応じて、DFSは 4～ 12の追加チャネルにすることがで
きます。チャネルを多くすることは、容量が増えることを意味しています。DFS機能はレーダー
信号を検出して有効な検出時に APチャネルを移動し、プライマリスペクトルユーザ（気象レー
ダーや軍用レーダーなど）はアクセスポイントによる干渉がないことを確認することができま

す。 DFSのレーダー回避は、APが干渉を受けないようにするうえでも役に立ちます。また DFS
の要件は、クライアントを遠ざけるグループのモニターとしてマスターAPを指定します。従来
から、DFSチャネルの使用について北米でいくつかの懸念がありますが、非DFSチャネルは 8個
のみです（各チャネルは 20 MHzワイドです）。 ETSIの規制ドメイン（ヨーロッパ）では、非
DFSチャネルは 4個のみで、長年 DFSチャネルを問題なく使用しています。

5 GHz帯域はより多くのチャネルを提供できますが、5 GHzチャネルは電力が可変的で、屋内/屋
外の導入制限があるため、設計全体で注意が必要です。たとえば北米では、U-NII-1は屋内での
み使用可能で、最大電力が 50mWの電力制限があります（将来的にはもう少し高い電力に変わり
ます）。 U-NII-2と U-NII-2eの両方が動的周波数選択の影響を受けます。

次の図は、北米、ヨーロッパ、および日本における現在の 5 GHzチャネルの割り当てについて示
しています。
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米国では現在、帯域幅がそれぞれ 20/40/80/160 MHzチャネルである 22/10/5/1チャネルがありま
す。提案されている 5.35～ 5.47 GHzおよび 5.85～ 5.925 GHzスペクトルの解放により、チャネ
ルの数は 34/16/8/3に増大します。企業が TDWRチャネルを取り戻すことに取り組むと、チャネ
ル数は 37/18/9/4に増加します。

次の表は、サポートされる DFSチャネルの数を示しています。

DFS チャネル20 MHz チャネル合計規制ドメイン

1122-A

1115-E

米国および全世界ではスペクトルに対して多大な需要があります。スペクトルが増えると、扱わ

なければならないチャネルが増えるため、よりすぐれたソリューションを得て、システムパフォー

マンスを向上させることができます。現在の実装では、20/40/80/160 MHzの帯域幅の操作で DFS
チャネルが選択された場合、次のプロセスが継続的に発生します。
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DFS対応の無線は、DFSチャネルのレーダー信号の動作周波数のみを監視します。チャネル上で
レーダー信号が検出されると、APは次の処理を実行します。

•チャネル上でそれ以降の伝送をブロックします。

•省電力モードのクライアントからのキューを消去します。

• 802.11hチャネル切り替えアナウンスメントを、1つのホップの全ネイバーへブロードキャス
トします。

•残りのクライアントデバイスのアソシエーションを解除します。

• 30分間 DFSチャネルをブロックします。

• Channel Availability Check（CAC）プロセスを開始し、異なるチャネルをランダムに選択しま
す。

• APがDFSを必要とするチャネルを選択しなかった場合、APはビーコンを有効にして、新し
いチャネル上でクライアントアソシエーションを受け入れます。

• APが、DFSを必要とするチャネルを選択した場合、APは新しいチャネルで 60秒間、レー
ダー信号をスキャンします。

•新しいチャネルでレーダー信号が検出されなかった場合、APはビーコンを有効にして、ク
ライアントアソシエーションを受け入れます。

•レーダー信号が検出された場合、APは別の新しいチャネルを選択します。

•優先チャネルを設定して使用できる場合は、そのチャネルが最初に選択されます。

• DFSチャネルは、データパケットを受信するときにレーダーの干渉について継続的に監視さ
れます。

この既存の動作は、リアルレーダー検出またはDFSフォルシングのいずれかが行われる広範な帯
域チャネルの悪影響を及ぼします。次の図に示すように、80または 160 MHzチャネル（4～ 820
MHzチャネル）は完全に無効にでき、ナローバンドレーダーが検出されると（最低 30分間）エ
アをオフにします。このスペクトルのロスは、残りのワイヤレスネットワークを通じてマイナス

の波及効果を与えることがあります。

この競合シナリオの解決策は、シスコが特許出願中の Flex-DFSテクノロジーです。この機能は
SAgE（Spectrum Analysis Engine ASIC）で高度な信号処理機能を利用して、DFSレーダー信号の
Wi-Fiチャネルの場所を正確に特定します。この情報をアクセスポイントおよびワイヤレスコン
トローラで使用して、新しいチャネルの割り当てを最適に選択することができます。このため、

高密度エクスペリエンス（HDX）導入ガイド
27

リリース 8.1 の高密度エクスペリエンスの機能
動的周波数選択



アクセスポイントとワイヤレスコントローラの両方が検出されたチャネルを回避して、新しい

チャネル、または最も中断が少なく、最も広範なチャネル幅に変更することができます。

この機能の基本的なテクノロジーは、SAgEが提供するレーダー信号の正確な周波数推定です。
この正確さにおいて、シスコは競合他社を大きく上回っています。レーダー信号周波数を正確に

知ることによって、アクセスポイントでは、チャネル全体ではなくそのサブチャネルのみをオフ

にすることができます。次の手順では、160 MHzチャネルの場合について説明します。

1 レーダー周波数を 1 MHzの精度で特定します。

2 1つの 20 MHzチャネルのみにレーダーイベントを分離し、無効としてマークします。

3 残りのスペクトル（40/80 MHz）はインテリジェントな使用を続けます。

4 可能な場合は、低帯域幅（20/40 MHz）へロールバックしないようにします。

5 CACプロセスの実行を回避して、システムおよびクライアントのパフォーマンスに影響を与
えないようにします。

多数のアクセスポイントで構成され、ワイヤレスコントローラで管理されている 5GHz帯域のワ
イヤレスネットワークについて考えてみましょう。また、このネットワークは、広帯域動作用の

信頼性の高いDFSチャネルセットを必要とする多数のクライアント（ワイヤレスのみの企業ネッ
トワークなど）にサービスを提供するものとします。また、気象レーダー、軍用レーダー、また

は付近で DFS検出を発生させるような RF信号がある場合、その検出はアクセスポイント内で
DFSのしきい値を超えているため、そのワイヤレスネットワークは多大なクライアントの中断お
よびトラフィックのスループット低下の影響を受けやすくなります。

アクセスポイントに組み込まれているFlexDFS機能を使用すると、ワイヤレスネットワークは干
渉しているレーダー周波数の場所について正確な情報を取得して、これまでより最適かつ効率的

な方法でネットワークチャネルの割り当てを行うことができます。そのため、この機能はクライ

アントに適切なサービスを提供するようチャネルの割り当ておよび帯域幅を設定するために、ワ

イヤレスコントローラと連携して機能します。RRM-DCAはこの新情報を使用して、チャネルの
使用率向上、およびネットワーク全体での再利用を実現します。

前述のように、シスコはこの機能を提供する唯一のワイヤレスネットワーキングベンダーです。

FlexDFSは 11acネットワークに対して最も適用性がありますが、Clean Air機能で以前に使用して
いた SAgEベースのすべてのAP（3500、3600、3700、2600、2700、1550、および 1570MeshAP）
で使用できるようになります。 CA Expressまたはその他のレガシー APをサポートしている AP
が、FlexDFSをサポートする計画は現時点ではありません。ただし SAgEベースの APが、DFS
が動作しているチャネル上でレーダー干渉を検出した場合は、802.11ac対応のすべてのネイバー
APにレーダー干渉を通知できます。

まとめ
DBSおよび FlexDFSは、エンタープライズネットワークにおいて広帯域 .11acレートのより適切
な使用率を実現します。この 2つを組み合わせることにより、広範なチャネル帯域幅でWLAN
を運用しているカスタマーに信頼性を提供し、実社会のワイヤレスネットワークパフォーマンス

における競合他社に対する優位性をシスコにもたらします。
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